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「国際協力イニシアティブ」教育協力拠点形成事業報告書 
 

 

資料 1-3 
 

「農学国際協力」の目指すもの 
農学の現状 
 農学分野で国際協力分野に身を投ずる、あるいは世界的な食料・環境問題

に貢献しようという人材の不足 

 日本の農学の国際的展開に対して理解のない研究者が多い。 

 農学分野における研究や技術開発の現状は、自然現象の科学的な解析・理

解とそれらに基づいた最先端技術に偏っている 

 しかし、これらの基礎的な研究が農学分野の活性を支えている。 

 
めざす方向性 
 農学における最先端研究をいかに国際的に展開させるか、またそれを世界

的な問題の解決のためにどう用いていくかを考える。 

 最先端研究と国際的な課題の把握が同居しているような人材の育成 

 国際的な視野を持って、現在の農学研究を展開していく若者の養成が必要。 

 農学の研究成果を国際的に展開していくことへの理解（大学におけるサポ

ーター）や意欲を持った研究者を増やす。 

 
「農学国際協力」に掲載される論文 
 農学的視点から世界の実像を理解するための論文 

 農学研究の国際的展開の可能性を示す論文 

 先進的研究の成果を世界的な問題の解決のために用いたケースレポート 
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名古屋大学「農学知的支援ネットワーク」 

 

   

途上国援助ニーズと国内知的支援
リソースのデータベース作成・管理

プロジェクト形成に活用

IReNe
Agriculture, Forestry & Fisheries

途上国の
援助ニーズ

国内の
知的支援リソース

リソースとニーズ
のマッチング

1. 大学や研究機関の組織化による世界の食料問題への貢献
2. 途上国の農業・農村開発上の新たな技術開発
3. 国内外の研究の推進・活性化と研究者の育成
4. 我が国の科学技術外交への貢献

展望

参考資料1
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運営委員会と事務局の役割について（案）

分科会1
組織
（3）

分科会3
国際協力
事業の

形成・実施
（2）

分科会2
研究成果の
公表・広報

（2）

運営委員会（委員長、副委員長）

会員

事務局（サポート・ハブ機能）

参考資料2
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「国際協力イニシアティブ」教育協力拠点形成事業報告書 
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